
直
線
傾
向
線
と
季
節
指
数
の
図
的
計
算

関
　
　
弥

三
　
郎

－二三四

統
計
値
の
図
的
計
算

単
純
算
術
平
均

直
線
傾
向
線

移
　
動
　
平
　
均

五
　
季

　
○

　
白

六
　
む

　
節
　
指
　
数

１
２
ヵ
月
移
動
平
均
法

連
環
比
率
法

　
す
　
　
び

統
計
値
の
図
的
計
算

　
統
計
に
お
け
る
図
的
方
法
（
・
・
；
冨
ざ
暮
亭
邑
）
の
利
用
に
は
、
表
現
手
段
と
し
て
の
利
刑
と
計
算
手
段
と
し
て
の
利
用
の
二
つ
の

場
合
が
あ
る
。
表
現
手
段
と
し
て
の
利
用
は
、
統
計
資
料
や
そ
の
分
析
緕
果
を
税
覚
に
訴
え
て
直
観
的
に
概
観
さ
せ
、
そ
れ
の
性
質

や
そ
こ
に
存
在
す
る
法
則
性
の
認
識
を
容
易
に
し
理
解
を
助
け
る
た
め
で
あ
り
、
計
算
手
段
と
し
て
の
利
用
は
、
統
計
資
料
か
ら
種

六
の
誘
導
統
計
値
を
計
算
し
ま
た
は
経
験
値
に
対
応
す
る
理
論
値
を
求
め
る
場
合
に
、
計
算
の
労
を
省
き
時
問
を
節
約
す
る
た
め
で

あ
る
。
従
来
杜
会
、
経
済
統
計
に
お
い
て
は
誘
導
統
計
値
の
計
算
手
段
と
し
て
の
図
的
方
法
の
利
用
は
、
累
積
度
数
図
に
よ
る
中
位

数
、
四
分
位
数
等
の
計
算
と
経
過
図
表
に
よ
る
時
系
列
の
傾
向
線
の
当
嵌
め
が
行
わ
れ
て
い
た
位
で
、
あ
ま
り
重
要
な
役
割
は
果
し

　
　
　
直
線
傾
向
線
と
季
節
指
数
の
図
的
計
算
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五
　
（
二
〇
五
）
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て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
中
位
数
、
四
分
位
数
の
図
的
計
算
は
理
論
的
に
は
正
確
な
値
が
求
め
ら
れ
、
間
題
は
作
図
の
実
際
に
お
い

て
生
ず
る
誤
差
の
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
逢
か
に
重
要
な
時
系
列
の
傾
向
線
の
図
的
当
嵌
め
は
客
観
的
基
準
を
欠
き
、
多
分
に

主
観
的
な
近
似
値
を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
九
五
五
年
ア
ス
コ
ビ
ツ
ッ
（
卯
－
声
。
。
斤
。
く
饒
、
）
に
よ
っ
て
単
純

算
術
平
均
次
い
で
最
小
自
乗
直
線
の
当
嵌
め
の
図
的
計
算
の
方
法
が
発
表
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
原
理
を
用
い
て
平
均
偏
差
、
幾
何
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
注
〕

均
、
度
数
分
布
の
算
術
平
均
、
ヂ
ニ
の
集
中
係
数
、
移
動
平
均
、
季
節
指
数
等
の
図
的
求
め
方
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ア

ス
コ
ピ
ッ
ッ
に
姶
ま
る
こ
れ
ら
の
図
的
計
算
の
方
法
は
客
観
的
な
基
準
を
有
し
理
論
的
に
正
確
な
値
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
従
っ

て
今
後
そ
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
と
共
に
統
計
実
務
に
お
い
て
大
い
に
利
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
図
的
計
算
は
い
か
に
理
論
的
に
正
確
光
値
を
も
た
ら
す
に
し
て
も
、
実
際
上
は
多
く
の
場
合
大
な
り
小
な
り
近
似
的
な
値

を
与
え
得
る
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
の
精
度
は
グ
ラ
フ
の
上
に
正
確
に
あ
ら
わ
し
得
る
資
料
値
の
桁
数
と
、
点
と
点
を
結
ん
で

行
く
場
合
の
作
図
の
正
確
さ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
資
料
値
が
５
桁
の
数
字
の
場
合
、
用
紙
の
大
き
さ
の
都
合
か
ら
グ
ラ
フ

の
目
盛
に
は
最
初
の
３
桁
し
か
記
入
し
得
な
い
と
す
る
と
、
図
表
で
は
こ
の
資
料
値
は
せ
い
ぜ
い
最
初
の
４
桁
し
か
あ
ら
わ
す
こ
と

は
で
き
ず
、
従
っ
て
図
的
計
算
の
結
果
は
最
初
の
３
桁
の
精
度
を
保
証
し
得
る
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
た
と
え
資

料
値
の
桁
数
が
少
く
そ
の
全
部
を
グ
ラ
フ
の
上
に
正
確
に
あ
ら
わ
し
得
た
と
し
て
も
、
人
問
の
視
覚
に
よ
っ
て
線
を
引
き
点
を
打
っ

て
計
算
し
て
行
く
の
で
あ
る
か
ら
、
計
算
的
作
図
の
過
程
で
必
然
的
に
小
誤
差
が
発
生
し
、
計
算
を
続
け
て
行
く
に
従
っ
て
そ
れ
が

累
積
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
も
っ
と
も
こ
の
よ
う
な
作
図
の
誤
差
は
、
グ
ラ
フ
の
縦
軸
の
目
盛
の
問
隔
を
適
当
に
伸
縮
し
て
資
料
値

の
点
が
あ
ま
り
接
近
し
な
い
よ
う
に
し
、
ま
た
適
宜
検
証
方
法
を
利
用
し
て
修
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
当
程
度
回
避
し
縮
減
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
根
絶
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
こ
れ
ら
の
こ
と
は
数
値
計
算
の
場
合
で
も
い
え
る
が
、
図
的
計



算
に
お
い
て
は
正
確
に
あ
ら
わ
し
得
る
桁
数
が
必
然
的
に
少
く
な
り
且
つ
作
図
の
誤
差
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
方
法
の
精

度
を
一
般
に
低
い
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
図
的
計
算
は
近
似
計
算
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
迅
速
、
簡
易
な
点
で
は
数
値
計
算
よ
り
も
数
等
勝
っ
て
お

り
、
経
済
、
経
営
の
実
務
家
、
研
究
者
に
と
っ
て
非
常
に
多
い
、
必
ず
し
も
厳
密
な
正
確
性
は
必
要
で
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
早
く
近

似
的
な
結
果
を
得
れ
ば
十
分
で
あ
り
、
ま
た
煩
雑
な
計
算
の
便
が
得
難
い
時
等
に
、
こ
の
方
法
は
非
常
に
有
用
で
あ
る
。
そ
し
て
ま

た
図
表
の
み
が
発
表
さ
れ
て
お
り
そ
の
値
が
わ
か
ら
な
い
場
合
に
も
、
誘
導
統
計
値
を
計
算
し
得
る
長
所
も
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で

は
ア
ス
コ
ビ
ツ
ッ
の
方
法
に
よ
る
図
的
計
算
の
う
ち
、
経
済
統
計
に
お
い
て
特
に
利
用
度
の
高
い
直
線
傾
向
線
と
季
節
指
数
の
求
め

方
を
説
明
し
よ
う
。
そ
の
場
合
ま
ず
ア
ス
コ
ビ
ヅ
ツ
の
方
法
の
基
礎
で
あ
る
単
純
算
術
平
均
と
移
動
平
均
の
図
的
計
算
を
知
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
。
そ
し
て
季
節
指
数
は
１
２
ヵ
月
移
動
平
均
法
と
連
環
比
率
法
に
よ
る
場
合
の
み
を
取
扱
う
こ
と
に
す
る
。

　
□
注
〕
　
こ
れ
ら
は
次
の
諸
論
文
で
発
表
さ
れ
た
。

　
　
一
Ｈ
一
幸
乙
り
〆
。
、
、
一
、
・
９
ｉ
．
．
カ
、
ｏ
、
｛
く
、
亭
。
｛
｛
。
、
ｏ
署
§
巨
長
買
¢
彗
ぎ
一
毒
乙
。
彗
ｑ
幸
・
男
ｏ
；
昌
ｓ
写
、
．
ら
・
一
彗
８
し
曽
（
Ｈ
婁
）
一

　
　
〇
ｐ
旨
心
，
ｏ
。
・
室
ｏ
ご
巨
＆
昌
幸
帽
ご
ｇ
Ｈ
一
冒
邑
向
畠
巨
ｏ
睾
旨
呼
ｏ
．
ｏ
（
宕
雷
）
一
ｐ
睾
“

　
　
一
Ｎ
一
　
・
。
。
峯
、
、
二
、
一
。
－
。
。
一
婁
曇
竃
；
婁
；
ｐ
§
・
。
・
上
ま
・
豆
き
・
易
邑
カ
萱
；
暑
豪
墨
麦
己
－
、
・
－
◎
毫
量
一
◎
｛

　
　
ト
Ｏ
旦
庁
Ｐ
勺
｝
く
Ｏ
Ｏ
－
◎
－
◎
胴
メ
Ｏ
◎
（
畠
緕
）
一
ｂ
Ｐ
０
０
ミ
ー
竃
一

　
　
§
　
・
。
い
婁
｝
。
、
一
．
Ｏ
声
；
、
、
昌
、
。
く
。
豪
＝
・
二
葦
長
豪
雰
一
・
。
茎
賢
；
；
二
筆
。
・
・
；
量
三
§
邑
曇
三
｝
¢

　
　
Ｏ
、
｝
、
、
一
・
二
；
、
・
の
；
Ｐ
、
顯
、
。
。
。
・
、
、
－
・
冒
墨
；
豪
ぎ
琴
彗
。
。
茎
肇
邑
麦
・
・
茎
・
目
一
（
一
弩
）
ら
二
。
・
卓

　
　
（
仁
一
昌
巨
。
睾
こ
・
．
、
ト
暑
－
。
き
◎
易
ｏ
｛
～
オ
¢
ミ
９
昌
巨
ｏ
く
ｏ
亭
邑
巨
ｃ
ｏ
訂
茅
葦
巴
竃
８
ひ
員
ｏ
昌
ｏ
昇
．
。
－
◎
暮
量
－
◎
｛
亭
¢
声
昌
ｏ
ユ
ｏ
彗

　
　
ｃ
ｏ
ヨ
饒
ｏ
つ
饒
ｏ
肖
幸
ｏ
ｏ
ｏ
つ
◎
ｏ
庁
饒
◎
貝
（
岩
蜆
べ
）
一
〇
ｐ
ト
ｓ
ｋ
べ
◎
◎
一

　
　
　
直
線
傾
向
線
と
季
節
指
数
の
図
的
計
算
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七
　
（
二
〇
七
）
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Ｏ
Ｄ
は
単
純
算
術
平
均
、
四
倒
は
最
小
自
乗
直
線
の
当
嵌
め
、
↑
り
は
度
数
分
布
の
算
術
平
均
、
移
動
平
均
、
１
２
ヵ
月
移
動
平
均
法
に
よ
る
季
節
指
数

等
の
計
算
方
法
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
単
純
算
術
平
均

　
計
算
方
法
　
　
　
〃
個
の
資
料
値
の
単
純
算
術
平
均
は
次
の
よ
う
に
し
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
資
料
値
を
横
軸
に
関
し

て
等
問
隔
に
作
図
し
、
そ
の
点
を
五
Ｂ
Ｃ
…
…
Ｗ
と
し
、
横
軸
の
問
隔
を
８
と
す
る
（
第
－
図
参
照
）
。
そ
し
て
五
か
ら
出
発
し
て
線
分

〃
上
を
横
軸
に
関
し
て
音
だ
け
蓼
、
そ
の
点
を
皇
す
る
。
次
写
か
畠
上
を
同
篭
、
一
。
青
進
ん
で
、
点
に
行
き
、
次

に
刀
を
土
２
進
ん
で
６
点
に
行
く
。
以
下
こ
れ
を
繰
返
し
て
行
っ
て
最
後
に
到
達
し
た
点
の
縦
座
標
が
求
め
る
平
均
値
で
あ
る
。

　
○

　
今
の
場
合
は
最
初
の
点
五
か
ら
出
発
し
て
右
へ
土
２
づ
つ
進
ん
で
行
っ
た
が
、
こ
れ
を
逆
に
最
後
の
点
Ｗ
か
ら
姶
め
て
左
へ
、
一
２

づ
つ
進
ん
で
行
っ
て
も
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
る
。
そ
れ
は
平
均
値
は
資
料
値
を
平
均
す
る
順
序
に
無
関
係
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
平
均
点
を
通
る
垂
線
は
、
五
か
ら
ｗ
ま
で
の
ｘ
の
範
囲
（
Ｈ
彗
需
）
を
二
等
分
す
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
を
利
用
し
て
図
的
計
算

の
結
果
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
証
明
　
　
　
以
上
の
方
法
で
得
ら
れ
た
最
後
の
点
が
平
均
値
で
あ
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今

Ｘ
軸
の
原
点
を
五
の
横
座
標
に
移
し
、
Ｘ
軸
の
目
盛
の
単
位
を
、
と
す
る
と
、
資
料
点
Ｂ
Ｃ
刀
…
の
横
座
標
は
１
２
３
…
三
と
な

り
・
補
助
点
ろ
２
－
・
－
の
横
座
標
は
・
一
…
－
・
－
－
と
な
る
。
従
一
て
線
分
窒
棚
－
・
－
の
横
軸
一
の
正
射
影
は
工
・
・
ら

…
…
で
あ
り
、
補
助
点
６
６
６
…
…
の
横
座
標
に
等
し
く
、
ま
た
地
此
〃
…
…
の
横
軸
へ
の
正
射
影
は
い
ず
れ
も
１
一
２
で
あ
る
。
、
１
、

こ
で
補
助
点
急
線
鬼
工
十
三
の
比
に
内
分
し
、
ゑ
手
丁
三
の
比
に
、
ま
た
ゑ
を
巾
”
、
中
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ー
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ド
ニ
の
比
に
内
分
す
る
○
で
あ
り
、
か
く
て
最
後
の
補
助
点
（
こ
れ
の
横
座
標
は
、
、
ヨ
）
は
、
！
、
れ
が
存
在
す
る
線
分
を
Ｎ

１
ー
ゴ
（
ミ
ー
Ｈ
）
の
比
に
内
分
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
縦
座
標
を
火
伽
と
す
る
２
点
を
結
ぶ
線
分
を
§
；
に
内
分
す
る
点
の
縦
座
標
ツ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
一
十
§
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
ｋ
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
　
ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
十
ミ
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４１

”
ミ
ー
Ｈ

…
）
．

で
求
め
ら
れ
る
。
今
資
料
点
Ａ
３
Ｃ
…
…
の
縦
座
標
を
ル
伽
篶
…
…
、
補
助

点
６
６
６
・
－
…
の
縦
座
標
を
火
火
〃
…
…
で
あ
ら
わ
す
と

　
　
　
　
｝
一
し
ト
十
・
曳
Ｌ
卜
十
。
肉
　
　
　
　
　
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
Ｈ
　
　
　
Ｎ

　
　
　
　
￥
Ｈ
導
サ
十
ぎ
１
－
ｋ
、
ま
亀
ま
、
　
　
（
一
言
二
）
　
一
ト
・
一

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
Ｎ
　
　
　
　
　
ｃ
ｏ

　
　
　
　
ｋ
し
・
。
。
ぎ
Ｌ
、
。
。
、
。
。
、
十
。
、
　
一
一
景
二
一
§

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
ｃ
ｏ
　
　
　
　
　
ト

で
あ
り
、
故
に
伽
は
２
個
の
資
料
値
Ａ
Ｂ
の
平
均
、
火
は
３
個
の
資
料
値
五

Ｂ
Ｃ
の
平
均
、
ル
は
４
個
の
資
料
値
五
Ｂ
Ｃ
０
の
平
均
で
あ
る
。
か
く
て
最

後
の
補
助
点
の
縦
座
標
は
〃
個
の
資
料
値
の
平
均
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
は
五
か
ら
右
へ
進
ん
で
平
均
を
計
算
す
る
場
合
で
あ
る
が
、
次
に
ｗ

か
ら
左
へ
進
ん
で
計
算
す
る
時
は
、
Ｘ
軸
の
原
点
を
Ｗ
の
横
座
標
に
移
し
そ

の
左
側
に
叉
軸
の
正
の
方
向
を
と
る
と
、
前
と
同
様
に
し
て
、
Ｎ
か
ら
姶
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
　
（
二
〇
九
）



　
　
　
立
命
経
館
済
学
（
第
八
巻
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
　
（
二
一
〇
）

て
左
へ
土
２
づ
つ
進
ん
で
行
っ
た
最
後
の
補
助
点
が
〃
個
の
資
料
値
の
算
術
平
均
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
証
明
の
過
程
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
方
法
は
２
個
の
資
料
値
の
平
均
か
ら
始
め
て
、
順
次
資
料
値
を
１
個
づ
つ
追

加
し
、
そ
れ
と
前
の
資
料
値
の
平
均
と
の
加
重
平
均
を
求
め
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
後
に
全
部
の
資
料
値
の
平
均
を
計
算
す
る

連
続
的
平
均
（
己
。
暮
ｏ
窃
。
り
写
ｏ
ミ
撃
畳
畠
ま
た
は
邑
く
竃
９
長
８
艮
邑
穿
）
の
方
法
で
あ
っ
て
、
こ
の
た
め
に
資
料
値
の
増
減
に
よ
る
平

均
の
修
正
が
容
易
に
行
え
る
長
所
を
も
つ
の
で
あ
る
。

　
資
料
値
の
増
減
に
よ
る
平
均
の
修
正
　
　
　
以
上
の
方
法
で
平
均
値
を
求
め
た
後
で
、
新
ら
し
い
資
料
値
を
数
個
追
加
し
ま
た
は

前
の
資
料
値
を
若
干
個
除
い
た
場
合
の
平
均
が
必
要
な
時
は
、
改
め
て
平
均
計
算
を
行
わ
な
く
と
も
、
前
の
平
均
値
に
追
加
な
い
し

は
削
除
せ
ん
と
す
る
資
料
値
で
修
正
計
算
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
要
の
平
均
値
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
倒
　
追
加
の
場
合
　
　
　
追
加
の
資
料
値
を
続
け
て
作
図
し
、
前
の
平
均
点
か
ら
出
発
し
て
新
ら
し
い
資
料
点
に
向
っ
て
土
２
づ

つ
右
へ
進
ん
で
行
け
ば
よ
く
、
最
後
に
到
達
し
た
点
の
縦
座
標
は
追
加
資
料
値
を
含
む
平
均
を
あ
ら
わ
す
。
そ
れ
は
こ
の
図
的
方
法

が
違
続
的
平
均
の
方
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
¢
オ
　
削
除
の
場
合
　
　
　
最
初
（
左
端
）
の
数
個
の
資
料
値
を
削
除
す
る
時
は
、
前
の
平
均
点
と
第
一
の
削
除
点
と
を
結
ぶ
線
分
を

土
２
だ
け
右
へ
延
長
し
、
次
に
そ
の
点
と
第
二
の
削
除
点
と
を
結
ぶ
線
分
を
土
２
右
へ
延
長
し
、
順
次
こ
れ
を
繰
返
し
て
行
っ
て
最

後
に
得
ら
れ
た
点
の
縦
座
標
は
残
り
の
資
料
値
の
平
均
を
あ
ら
わ
す
。
な
笹
な
ら
ば
、
第
－
図
の
場
合
で
説
明
す
る
と
、
五
３
Ｃ
刀

Ｅ
の
平
均
点
２
を
Ｅ
か
ら
姶
め
て
左
へ
土
２
づ
つ
進
ん
で
計
算
し
た
も
の
と
考
え
る
と
、
五
を
除
い
て
Ｂ
Ｃ
刀
Ｅ
の
平
均
を
得
ん
と

す
ぷ
美
妄
一
戻
れ
ば
よ
く
、
そ
れ
に
は
一
美
線
み
上
菩
か
差
一
土
・
進
ん
だ
点
で
あ
る
こ
と
雀
一
〃
を
右
一

土
２
延
長
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
ま
大
Ｂ
を
も
徐
い
て
０
の
丑
の
平
均
を
得
ん
と
す
れ
ぱ
、
更
に
〆
か
ら
〆
へ
移
れ
ば
よ
く
、
そ



　
　
　
■

れ
に
は
肋
を
８
一
２
右
へ
延
長
す
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
最
後
（
右
端
）
の
数
個
を
除
く
時
は
、
削
除
し
た
い
資
料
点
と
前
の
平
均
点
と
を
結
ぶ
線
分
を
土
２
づ
つ
左
へ
延
長
し
て
行

け
ば
よ
い
こ
と
は
、
以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
幾
何
平
均
　
　
　
幾
何
平
均
は
対
数
領
域
に
お
い
て
は
算
術
平
均
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
料
値
を
対
数
で
あ
ら
わ
し
て
そ
れ
を
算

術
目
盛
の
グ
ラ
フ
に
作
図
し
（
ま
た
は
資
料
値
を
直
接
半
対
数
図
表
に
描
き
）
、
　
以
上
の
方
法
で
算
術
平
均
を
計
算
し
そ
の
結
果
を

真
数
に
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
図
的
計
算
で
幾
何
平
均
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
直
線
傾

向
線

　
　
計
算
方
法
　
　
　
〃
個
の
項
か
ら
成
る
時
系
列
に
最
小
自
乗
法
に
よ
っ
て
当
散
め
た
直
線
傾
向
線
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
求
め
る

　
　
　
　
　
　
〔
注
〕

　
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
〃
個
の
資
料
値
を
横
軸
に
関
し
て
等
問
隔
に
作
図
し
、
そ
の
点
を
五
３
Ｃ
…
…
Ｗ
と
し
、
ま
た
横
軸

　
の
問
隔
を
、
と
す
る
。
（
第
２
図
参
照
）
ま
ず
Ａ
か
ら
出
発
し
て
線
分
〃
上
を
横
軸
に
関
し
て
２
ず
だ
け
進
ん
で
ろ
点
に
行
き
、
次
に

　
ろ
か
ら
肥
上
を
２
ず
進
ん
で
６
点
に
行
く
。
そ
し
て
６
か
ら
〃
上
を
２
ず
進
ん
で
６
点
に
行
く
。
以
下
こ
れ
を
繰
返
し
て
行
っ
て
最

後
に
到
達
し
た
点
を
Ｔ
と
す
る
。
次
に
こ
れ
と
は
逆
に
Ｗ
か
ら
出
発
し
て
左
の
方
ヘ
ム
３
づ
つ
進
ん
で
行
き
、
最
後
に
，
到
達
し
た
点

　
を
〃
と
す
る
。
こ
の
〃
と
ｒ
を
結
ぶ
と
犯
個
の
資
料
値
に
当
嵌
め
た
最
小
自
乗
直
線
が
得
ら
れ
る
。

　
　
こ
の
場
合
線
分
〃
の
中
点
〃
の
縦
座
標
は
〃
個
の
資
料
値
の
算
術
平
均
で
あ
る
た
め
、
五
か
ら
出
発
し
て
右
へ
（
ま
た
は
ｗ
か
ら

・
始
め
て
左
へ
）
、
万
づ
つ
進
ん
で
行
き
最
後
に
到
達
し
た
点
は
〃
点
と
一
致
し
、
ま
た
、
〃
、
Ｔ
を
通
る
垂
線
は
五
か
ら
Ｗ
ま
で
の

Ｘ
の
範
囲
を
三
等
分
す
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
を
用
い
て
以
上
の
図
的
計
算
の
結
果
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
直
線
傾
向
線
と
季
節
指
数
の
図
的
計
算
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
　
（
二
二
）
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ど
．
■
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！
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！

斤’’一’’

　
’

　
’

　
’

　
’

　
’

五
　
ア

■
　
　
０

！
　
ノ

　
■
　
　
１

　
み
　
・

　
〃

１
！〃

！
１

ｄ
ｏ

一・・
ｏ

＾
＼

＼

ｖ

入
ｘ

一
５

５４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
（
二
一
二
）

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
直
線
の
方
程
式
■
１
ｌ
ｓ
＋
ぴ
｛
は
、

適
当
な
時
点
に
お
け
る
直
線
上
の
点
の
縦
座
標
を
ｏ
の
値
と
し
「
隣
接
２

時
点
に
お
け
る
直
線
上
の
点
の
縦
座
標
の
差
を
６
の
値
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
方
程
式
の
Ｘ
の
原
点
は
ｏ
の
値
を
定
め

た
時
点
に
あ
る
。

　
〔
注
〕
　
相
関
系
列
に
お
い
て
ｘ
の
値
が
等
差
級
数
を
な
す
時
は
こ
の
方
法
に
よ
っ

　
　
て
回
帰
直
線
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
証
明
　
　
　
以
上
の
方
法
の
証
明
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
今
Ｘ
軸
の
原

点
を
五
の
横
座
標
の
左
側
へ
ｓ
だ
け
離
れ
た
と
こ
ろ
に
移
し
、
Ｘ
軸
の
目

盛
の
単
位
を
ｓ
と
す
る
と
、
資
料
点
五
３
Ｃ
の
…
…
の
横
座
標
は
１
２
３

４
…
…
と
な
り
、
補
助
点
ろ
６
ｄ
…
…
の
横
座
標
は
注
３
ム
３
３
…
…

と
な
る
。
従
っ
て
線
分
肥
”
棚
…
…
の
横
軸
へ
の
正
射
影
は
１
一
３
且
３

１
…
…
で
あ
り
、
ま
た
地
比
〃
…
…
の
横
軸
へ
の
正
射
影
は
ど
れ
も
２
百

で
あ
る
。
そ
こ
で
補
助
点
急
線
鬼
を
ヤ
ヤ
三
の
比
に
内
分

し
、
従
っ
て
そ
の
縦
座
標
火
は

　
　
　
言
Ｈ
ｋ
卜
志
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ

　
　
　
　
　
　
Ｏ
ｏ

で
あ
り
、
・
昆
を
サ
↑
、
一
、
の
比
に
内
分
し
、
故
に
そ
の
縦
座



標
火
は

　
　
　
　
　
　
　
・
し
口
、
し
戸
ｔ
、
一
・
ま
、
箏
　
一
一
言
三
　
　
　
一
心
一

ま
た
急
窒
叶
工
、
・
。
の
比
に
内
分
し
、
か
く
て
淫

　
　
　
　
　
　
　
一
、
ぶ
亭
」
、
志
ド
弍
、
、
十
仁
、
、
　
婁
。
片
。
一
　
。

で
あ
る
。

　
他
方
・
最
小
自
乗
法
に
よ
っ
て
資
料
値
ｙ
に
直
線
５
Ｈ
ｓ
ｔ
ｋ
を
当
嵌
め
る
場
合
の
正
規
方
程
式
は

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
】
『
Ｈ
§
古
】
ｋ

　
　
　
　
　
　
　
目
】
ｋ
，
１
１
・
】
ｋ
＋
竃
ｋ
閑

で
あ
り
、
皿
式
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
】
偉
Ｈ
Ｓ
ま
Ｍ
冒
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄

　
　
　
　
　
　
　
　
】
．
吋
　
　
　
】
ｋ

が
得
見
・
え
蔓
の
値
を
ウ
一
イ
ー
と
す
る
・
の
加
重
平
均
蝶
を
横
座
標
と
し
、
、
の
袈
平
均
碓
を
縦
座
標
と

す
る
点
は
最
小
自
乗
直
線
上
に
董
と
が
わ
か
る
・
従
一
て
与
え
菱
時
系
列
資
料
か
ら
串
鴫
の
値
の
組
を
２

つ
求
め
、
そ
の
点
を
結
べ
ば
最
小
自
乗
直
線
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
今
の
場
合
〃
個
の
資
料
点
五
Ｂ
０
…
…
Ｗ
の
Ｘ
の
値
は
１
２
３
…
”
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
冒
ー
ミ
十
…
…
十
ｒ
中
ミ
一
ミ
、
、
一
一
、
ミ
十
、
「
ト
十
ト
一
　
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
賞
－
王
・
…
…
十
ミ
　
　
ト
一
ミ
十
一
一
　
。
。
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
；
一
（
二
；
一
）

　
　
　
　
直
線
傾
向
線
と
季
節
指
数
の
図
的
計
算
（
関
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
八
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警
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
…
四
一

で
求
め
ら
れ
、
資
料
値
が
１
個
増
加
す
る
毎
に
晦
の
値
は
・
三
増
加
す
る
一
で
あ
る
。
そ
し
一
熊
一
値
は
・
ま

ず
資
料
点
が
ス
３
２
個
の
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
】
ｋ
，
Ｉ
ｋ
」
十
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
】
ｋ
Ｉ
　
　
。
。

で
あ
り
、
四
式
か
ら
こ
れ
は
火
に
等
し
い
。
そ
し
て
こ
の
場
合
は
ミ
ー
１
Ｎ
そ
あ
る
か
ら
働
式
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
】
亀
１
Ｈ
　
Ｎ
　
　
　
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
、
】
ｋ
Ｉ
剛
４
ｘ
Ｎ
↓
刈

で
あ
り
、
か
く
て
こ
の
値
の
組
は
補
助
点
ろ
に
外
な
ら
な
い
。
次
に
資
料
点
が
五
３
０
３
個
の
時
は

　
　
　
　
　
　
　
】
ｋ
『
１
－
き
十
ぎ
十
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
】
ｋ
ｌ
　
　
〇

一
書
、
撃
集
は
蓉
し
－
・
鴎
、
は
前
一
値
に
２
嘉
え
ニ
ポ
で
婁
ら
・
一
一
値
一
組
は
６
点
で

あ
る
。
ま
た
資
料
点
が
五
３
０
刀
の
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
凶
ｋ
、
ー
ト
十
ぎ
ま
ざ
十
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
】
ｋ
Ｉ
　
　
　
Ｈ
◎

故
に
。
式
よ
り
伽
に
等
し
く
、
蝋
、
は
・
奏
か
ら
、
一
夢
点
で
雲
・
か
－
裏
ら
出
発
し
て
２
写
進
ん
で
行

く
時
、
最
後
に
得
ら
れ
た
補
助
点
、
は
”
個
の
資
料
値
に
つ
い
て
計
算
し
た
蝋
、
・
礁
の
位
置
隻
書
が
萎
・

次
に
Ｘ
軸
の
原
点
を
時
系
列
の
最
後
の
痔
の
右
側
一
・
だ
け
離
れ
た
と
こ
ろ
に
移
し
、
そ
の
左
の
方
一
Ｘ
軸
の
正
の
方
向
を
と

る
と
、
以
上
と
同
様
に
し
て
、
Ｗ
か
ら
出
発
し
て
左
一
・
雪
つ
進
ん
で
行
一
て
最
後
に
得
ら
れ
る
補
助
点
一
は
・
届
の
資
料
値

に
つ
い
て
求
め
た
Ｍ
］
ｋ
、
】
層

　
　
　
　
　
　
　
】
ｋ
、
　
】
ｋ
　
の
位
置
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
故
に
〃
と
Ｔ
を
結
ぶ
線
分
は
最
小
自
乗
直
線
を
与
え
る
・



　
そ
し
て
正
規
方
程
式
１
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
】
、
１
－
ｓ
＋
ひ
倶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価

が
得
ら
れ
、
従
つ
て
Ｘ
童
び
・
の
平
均
姦
窪
圭
び
縦
座
標
と
す
る
占
一
は
ま
た
最
小
鼻
直
線
上
に
あ
る
・
今
の
望
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
】
ｋ
ｌ
Ｉ
Ｈ
＋
Ｎ
＋
…
…
十
ミ
ー
｝
（
ミ
十
Ｈ
）
　
ミ
十
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ー
Ｎ

・
　
　
　
　
　
ミ
十
Ｈ

で
あ
る
か
ら
、
｛
１
ｌ
Ｎ
　
に
対
応
す
る
最
小
自
乗
直
線
上
の
点
の
縦
座
標
は
”
個
の
資
料
値
の
平
均
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
と

こ
ろ
で
、
の
横
座
標
は
異
か
ら
、
ミ
叫
一
で
あ
－
、
ま
た
・
軸
を
・
と
同
と
し
た
場
合
の
孟
座
標
は
ミ
叫
、
で
あ
詐
ら
、

線
分
〃
の
中
息
の
横
座
標
は

　
　
　
　
　
　
　
巾
一
ミ
叶
、
十
、
ミ
｝
、
一
－
ミ
叶
、

と
な
り
、
か
く
て
〃
の
中
点
の
縦
座
標
は
〃
個
の
資
料
値
の
平
均
を
あ
ら
わ
す
・

一
注
一
・
軸
の
原
点
寿
の
右
側
に
置
く
時
の
〃
の
横
座
標
高
式
よ
り
、
ミ
叫
、
で
あ
る
。
こ
の
蒜
多
と
同
じ
に
す
る
に
は
・
一
三
一
を

　
引
い
て
原
点
を
五
の
左
側
に
移
し
、
ま
た
（
１
－
）
で
割
つ
て
ｘ
軸
の
方
向
を
変
え
れ
ば
よ
い
。
従
っ
て
そ
の
場
合
の
〃
の
横
座
標
は

　
　
　
　
　
　
｛
、
ミ
叫
、
－
（
ミ
士
）
ア
一
上
）
－
ド
汽

　
資
料
値
の
増
減
に
よ
る
直
線
の
修
正
　
　
　
以
上
の
よ
う
に
し
て
直
線
傾
向
線
を
当
歓
め
た
後
で
資
料
値
を
増
減
す
る
時
は
、
平

均
計
算
の
場
合
と
同
様
、
前
の
直
線
に
修
正
計
算
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
ら
し
い
傾
向
線
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
釧
・
追
加
の
易
合
　
　
　
追
加
の
資
料
値
を
続
け
て
作
図
し
、
Ｔ
お
よ
び
〃
か
ら
右
の
方
へ
新
ら
し
い
資
料
点
に
向
つ
て
２
ず
お

よ
び
、
万
づ
つ
進
ん
で
行
き
、
最
後
の
点
７
お
よ
び
〃
を
結
ぶ
と
、
追
加
資
料
値
を
含
む
最
小
自
乗
直
線
が
得
ら
れ
る
。
そ
れ
は
先

　
　
　
直
線
傾
向
線
と
季
節
指
数
の
図
的
計
算
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
　
（
二
一
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
六
　
（
二
一
六
）

の
証
明
か
ら
容
易
に
わ
か
至
う
に
、
・
は
追
加
資
料
値
を
喜
め
て
計
算
し
た
蝶
的
・
峰
の
位
置
に
あ
り
、
ま
た
算
術
平

均
の
修
正
の
項
で
述
べ
た
考
に
ｗ
は
追
加
資
料
値
を
含
む
平
均
を
奮
わ
し
、
そ
し
て
両
者
は
共
に
最
小
自
乗
直
線
の
上
に
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

　
ゆ
削
除
の
場
合
　
　
　
最
初
（
左
端
）
の
数
項
を
除
く
時
は
、
〃
お
よ
び
〃
か
ら
右
の
方
へ
、
削
除
せ
ん
と
す
る
資
料
点
と
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

ん
で
得
ら
れ
る
線
分
を
２
ず
お
よ
び
土
２
づ
つ
延
長
し
て
行
き
、
最
後
の
点
〆
お
よ
び
”
を
結
べ
ば
よ
い
。

　
ま
た
最
後
（
右
端
）
の
数
項
を
除
く
時
は
、
Ｔ
お
よ
び
〃
か
ら
左
の
方
へ
、
除
外
せ
ん
と
す
る
資
料
点
と
結
ん
で
得
ら
れ
る
線
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

を
２
ず
お
よ
び
土
２
づ
つ
延
長
し
て
行
き
、
最
後
の
点
７
と
〃
を
結
べ
ば
よ
い
。

　
＠
　
最
近
の
資
料
を
追
加
し
古
い
資
料
を
除
く
場
合
　
　
　
追
加
の
段
階
と
削
除
の
段
階
と
に
分
け
て
働
四
の
手
続
を
行
え
ば
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

い
・
今
追
加
隻
る
修
正
を
先
に
行
亀
の
と
す
る
と
、
ま
ず
・
と
〃
か
岩
三
３
圭
び
・
一
・
；
進
ん
で
最
後
の
祭
と
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

を
求
め
・
次
に
線
分
ミ
『
、
を
左
へ
延
長
し
て
、
追
加
資
料
点
を
含
め
た
時
の
Ｘ
の
範
囲
の
左
か
ら
１
一
３
の
位
置
を
通
る
垂
線
と
の
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

点
多
と
す
る
・
そ
し
て
、
〃
と
〃
と
か
岩
一
２
↓
３
圭
び
土
・
；
進
ん
で
最
後
の
点
”
〃
と
〃
藁
め
、
両
者
を
結
べ
ば
志
。
．

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
容
易
に
直
線
傾
向
線
の
修
正
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
二
点
を
結
ん
で
直
線
を
求
め
る
場
合
そ

の
二
点
の
問
隔
が
短
い
時
は
誤
差
が
生
じ
易
い
の
で
、
〃
と
Ｔ
（
ま
た
は
〃
）
を
結
ぶ
よ
り
も
”
と
Ｔ
を
結
ん
で
直
線
を
得
る
方
が

よ
く
・
そ
こ
で
時
系
列
の
項
数
が
多
く
な
い
時
は
改
め
て
計
算
を
行
っ
た
方
が
よ
い
。
そ
し
て
修
正
計
算
の
方
法
に
よ
る
時
は
、
線

分
ミ
『
・
（
ま
た
は
ミ
・
ミ
）
か
ら
ｏ
と
６
の
値
を
求
め
て
方
程
式
に
直
し
、
そ
れ
を
用
い
て
直
線
を
作
図
す
る
と
こ
の
よ
う
な
誤

差
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
指
数
曲
線
　
　
　
指
数
曲
線
は
対
数
領
域
に
お
い
て
は
直
線
に
な
る
こ
と
か
ら
、
時
系
列
資
料
値
を
対
数
で
あ
ら
わ
し
そ
れ
を
算



術
目
盛
の
図
表
に
描
き
（
ま
た
は
資
料
値
を
直
接
半
対
数
図
表
に
作
図
し
）
、
以
上
の
方
法
で
最
小
白
乗
直
線
を
当
嵌
め
、
ン
、
○
結
果

を
典
数
に
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
指
数
咄
線
の
当
嵌
め
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
移
　
動
　
平

均

　
計
算
方
法
　
　
　
移
動
平
均
法
は
時
系
列
の
最
初
の
榊
項
の
平
均
値
を
得
る
と
、
以
後
次
の
１
項
を
加
え
そ
の
代
り
平
均
を
計
算

し
た
姶
め
の
１
項
を
除
い
て
、
　
順
次
榊
項
の
平
均
値
を
計
算
し
て
行
く
方
法
で
あ
る
か
ら
、
　
こ
れ
の
図
的
計
算
は
先
に
述
べ
た
資

料
値
の
増
減
に
よ
る
平
均
の
修
正
の
方
法
を
利
用
し
て
行
う
の
で
あ
る
。
便
宜
上
３
項
移
動
平
均
の
場
合
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

（
第
３
図
参
照
）
、
ま
ず
五
か
ら
出
発
し
て
土
２
づ
つ
右
へ
進
み
、
６
を
経
て
６
に
達
す
る
と
６
の
縦
座
標
は
五
３
Ｃ
の
平
均
値
を
あ

ら
わ
す
。
次
に
刀
を
加
え
て
Ａ
Ｂ
０
刀
の
平
均
を
求
め
る
に
は
、
、
か
ら
”
上
を
、
一
２
進
ん
ー
で
６
に
行
け
ば
よ
く
、
そ
し
て
そ
れ
か

ら
五
を
除
い
て
ｎ
Ｄ
Ｃ
刀
の
平
均
を
得
る
に
は
、
〃
を
土
２
右
へ
延
長
し
て
〆
に
進
め
ば
よ
い
。
ま
た
〆
か
ら
畑
上
を
土
２
右
へ
進
ん

だ
６
は
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
平
均
値
で
あ
り
、
肋
を
土
２
右
へ
延
長
し
た
〆
は
Ｃ
刀
Ｅ
の
平
均
値
で
あ
る
。
以
下
同
様
の
手
続
を
繰
返
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
３
項
移
動
平
均
値
が
順
次
得
ら
れ
る
。

　
か
く
て
一
般
に
榊
項
移
動
平
均
の
計
算
は
、
ま
ず
最
初
の
伽
項
の
平
均
点
を
求
め
、
そ
れ
か
ら
次
の
追
加
資
料
点
へ
向
っ
て
土
２

だ
け
進
み
、
次
に
そ
の
点
と
除
外
す
べ
き
資
料
点
と
を
結
ぶ
線
分
を
土
２
だ
け
右
へ
延
長
し
て
次
の
伽
項
平
均
占
…
を
求
め
、
順
次
こ

の
過
程
を
繰
返
し
て
行
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　
な
お
こ
の
場
合
榊
項
移
動
平
均
点
の
右
隣
り
の
点
は
（
§
十
Ｈ
）
項
移
動
平
均
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
３
図
の
６
〆
〆
－
…
・
は
３

項
移
動
平
均
値
で
あ
り
、
　
６
６
ア
…
…
は
４
項
移
動
平
均
値
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
　
刎
項
平
均
点
か
ら
追
加
資
料
点
へ
向
っ
て

　
　
　
直
線
傾
向
線
と
季
節
指
数
の
図
的
計
算
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
　
（
二
一
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八
　
（
二
一
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
２
進
む
こ
と
は
、
（
§
十
Ｈ
）
項
平
均
点
を
得
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
証
方
法
　
　
　
移
動
平
均
の
計
算
は
ま
た
最
初
の
刎
項
の
平
均
値
を
得
る
と
、

　
　
　
　
戸
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
平
均
を
計
算
し
た
始
め
の
１
項
を
除
き
、
後
に
新
ら
し
い
１
項
を
加
え
て
も
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
果
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
順
序
に
よ
る
時
は
、
策
３
図
の
場
合
で
い
う
と
、
ま
ず
最

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
　
吐
　
　
　
　
　
　
初
の
３
項
の
平
均
点
６
と
除
外
す
る
資
料
点
五
と
を
結
ぷ
線
分
を
土
２
だ
け
右
へ
延

　
　
　
　
　
　
　
！

算
　
　
　
　
　
　
　
・

計
　
　
　
　
！
　
〉
ポ
　
　
　
　
　
　
　
　
長
し
て
桝
に
行
き
、
次
に
〃
か
ら
追
加
資
料
点
刀
へ
土
２
だ
け
進
め
ば
よ
い
の
で
あ

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

均
　
　
　
０
・
ぺ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
そ
の
点
は
３
Ｃ
刀
の
平
均
値
で
あ
る
か
ら
先
に
求
め
た
〆
と
一
致
す
る
。
そ
こ

平
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
＼

動
　
　
　
・
　
・

移
　
　
　
じ
く
／
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
こ
の
関
係
を
移
動
平
均
の
図
的
計
算
の
結
果
の
検
証
に
用
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
／

図
　
　
ｏ
．
　
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
こ
の
場
合
は
伽
項
移
動
平
身
点
の
左
隣
り
の
点
は
（
§
Ｉ
Ｈ
）
項
移
動
平
均
点

３
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
！
〃

第
　
　
　
　
６
　
、
。
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
第
３
図
に
お
い
て
６
〃
〆
…
…
は
２
項
移
動
平
均
値
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
一
轟
平
均
点
か
岩
一
、
削
除
資
料
点
と
結
ん
で
得
皇
る
線
分
を
、
一
。
延
長
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
　
　
　
　
　
８
　
　
こ
と
は
、
（
§
１
一
）
項
平
均
点
を
得
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
均
期
間
が
偶
数
の
場
合
の
修
正
　
　
　
平
均
期
問
刎
が
偶
数
の
時
は
、
榊
項
移

〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
動
平
均
値
を
更
に
２
項
移
動
平
均
し
て
移
動
平
均
値
を
資
料
値
と
対
応
さ
せ
る
の
で

あ
る
が
（
い
わ
ゆ
る
・
彗
雪
圧
帽
）
、
そ
れ
は
図
的
方
法
で
は
刎
項
移
動
平
均
点
を
結
ぶ
線
分
の
中
点
の
縦
座
標
に
よ
っ
て
容
易
に
得

ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
２
項
移
動
平
均
は
隣
接
２
項
の
平
均
で
あ
り
、
そ
れ
は
隣
接
す
る
伽
項
移
動
平
均
点
を
結
ぶ
線
分
を
土
２

だ
け
右
へ
進
め
ば
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。



　
計
算
上
の
注
意
　
　
　
以
上
の
方
法
で
移
動
平
均
を
計
算
す
る
場
合
、
姶
め
に
系
列
の
途
中
で
数
箇
所
舳
項
平
均
点
を
求
め
て
お

き
、
逐
次
計
算
に
ょ
っ
て
得
ら
れ
た
移
動
平
均
億
を
検
証
す
る
と
よ
い
。
ま
た
１
２
ヵ
月
移
動
平
均
の
場
合
の
よ
う
に
平
均
期
問
が
長

い
時
は
、
追
加
、
削
除
の
資
料
点
を
誤
り
易
い
の
で
、
平
均
期
問
よ
り
も
１
期
多
い
期
問
を
被
う
長
さ
の
紙
を
用
意
し
、
そ
れ
を
グ

ラ
フ
の
上
側
に
置
い
て
左
端
に
削
除
資
料
点
が
来
、
右
端
に
追
加
資
料
点
が
あ
る
よ
う
に
し
て
、
移
動
平
均
点
を
求
め
る
毎
に
こ
の

紙
を
１
期
づ
つ
右
へ
ず
ら
し
て
行
く
と
、
点
を
見
誤
る
こ
と
な
く
容
易
に
計
算
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
季
　
節

指
　
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
１
２
ヵ
月
移
動
平
均
法

　
計
算
方
法
　
　
　
１
２
ヵ
月
移
動
平
均
法
に
よ
る
季
節
指
数
は
次
の
よ
う
に
し
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
時
系
列
資
料
値
を

対
数
で
あ
ら
わ
し
ン
、
れ
を
算
術
目
盛
の
グ
ラ
フ
に
作
図
す
る
。
　
（
こ
の
場
合
資
料
値
を
直
接
半
対
数
図
表
に
描
い
て
も
よ
い
が
、
以

下
の
取
扱
い
の
便
宜
上
面
倒
で
も
資
料
値
の
対
数
に
よ
る
方
が
よ
い
。
）
そ
し
て

　
Ｃ
Ｄ
　
前
節
の
方
法
で
１
２
ヵ
月
移
動
平
均
を
計
算
し
、
更
に
そ
れ
の
２
ヵ
月
移
動
平
均
を
求
め
て
移
動
平
均
値
を
資
料
値
に
対
応
さ

せ
る
。

　
吻
　
資
料
値
か
ら
移
動
平
均
値
を
引
い
た
値
を
グ
ラ
フ
の
上
で
読
取
り
、
　
（
そ
の
符
号
と
共
に
）
別
紙
に
月
別
に
記
入
す
る
・
そ

し
て

　
働
　
グ
ラ
フ
の
余
白
の
部
分
を
利
用
し
て
、
月
別
に
こ
の
偏
差
を
大
き
い
値
か
ら
小
さ
い
値
の
順
に
作
図
し
平
均
を
求
め
る
。
そ

の
場
合
極
端
な
偏
差
に
よ
っ
て
平
均
値
が
歪
め
ら
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、
最
大
と
最
小
の
偏
差
を
１
個
な
い
し
は
２
個
づ
つ
除

　
　
　
直
線
傾
向
線
と
季
節
指
数
の
図
的
計
算
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
　
（
二
一
九
）
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二
二
〇
　
（
二
二
〇
）

い
て
平
均
を
計
算
す
る
か
、
ま
た
は
中
位
数
を
用
い
て
も
よ
い
。

　
ゆ
　
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
１
２
個
の
各
月
の
平
均
偏
差
を
作
図
し
そ
の
平
均
を
求
め
、
次
に
こ
の
総
平
均
値
を
各
月
の
平
均
偏
差
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

ら
引
き
こ
の
差
の
合
計
が
Ｏ
に
な
る
よ
う
に
調
整
す
る
と
対
数
季
節
指
数
が
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
季
節
指
数
を
真
数
に
直
し
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

倍
す
る
と
真
数
の
季
節
指
数
が
得
ら
れ
、
そ
れ
の
幾
何
平
均
は
１
０
に
な
る
。

　
季
節
調
整
　
　
　
時
系
列
資
料
値
か
ら
季
節
変
動
の
影
響
を
除
く
に
は
、
先
の
計
算
図
表
に
お
け
る
資
料
爪
か
ら
そ
の
月
の
対
数

季
節
指
数
を
引
け
ば
よ
く
、
そ
の
結
果
を
真
数
に
直
す
と
季
節
調
整
値
が
得
ら
、
れ
る
。

　
数
値
計
算
と
の
比
較
　
　
　
以
上
の
図
的
方
法
に
よ
る
季
節
指
数
の
計
算
は
、
数
値
計
算
に
よ
る
場
合
は
四
の
移
動
平
均
と
倒
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
注
〕

の
平
均
に
算
術
平
均
を
用
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
方
法
は
幾
何
平
均
を
用
い
る
点
で
異
っ
て
お
り
、
そ
し
て
一
般
に
幾
何
平
均
は

算
術
平
均
よ
り
も
値
が
小
さ
い
の
で
、
数
値
計
算
の
場
合
に
比
べ
て
季
節
指
数
は
過
大
に
な
り
、
従
っ
て
季
節
調
整
値
は
過
小
に
あ

ら
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
資
料
値
相
互
の
差
が
少
い
程
算
術
平
均
と
幾
何
平
均
と
の
差
は
小
さ
く
な
り
、
ま
た
ゆ
の
月
別

平
均
に
お
い
て
異
常
な
値
を
除
い
て
平
均
し
（
な
い
し
は
中
位
数
を
用
い
）
、
　
更
に
ゆ
に
お
い
て
各
月
の
平
均
偏
差
を
総
平
均
で
相

対
化
す
る
等
の
こ
と
か
ら
、
時
系
列
資
料
値
の
変
動
が
特
に
著
し
く
な
い
限
り
、
幾
何
平
均
を
用
い
る
こ
と
に
よ
る
季
節
指
数
の
相

違
は
あ
ま
り
大
き
く
匁
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
〔
注
〕
　
し
か
し
こ
れ
は
便
宜
上
の
事
柄
で
お
っ
て
、
図
的
方
法
の
場
合
も
算
術
平
均
を
用
い
る
こ
と
が
で
ぎ
、
た
だ
そ
の
時
は
処
理
が
煩
雑
で
あ
り

　
　
ま
た
計
算
の
誤
差
が
累
積
し
正
確
性
を
害
す
る
た
め
に
実
際
的
で
な
い
だ
け
で
お
る
。

○
連
環
比
率
法



　
計
算
方
法
　
　
　
連
環
比
率
法
に
よ
る
季
節
指
数
は
次
の
よ
う
に
し
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
０
Ｄ
　
時
系
列
資
料
値
を
対
数
で
あ
ら
わ
し
そ
れ
を
算
術
目
盛
の
図
表
に
描
き
、
対
前
月
差
を
グ
ラ
フ
の
上
で
求
め
別
紙
に
月
別
に

記
入
す
る
。
　
（
特
に
，
時
系
列
の
変
動
状
態
を
如
る
た
め
の
図
表
を
描
く
必
要
が
な
い
限
り
、
資
料
値
の
対
数
か
ら
対
前
月
差
を
計
算

し
た
方
が
よ
い
。
）
そ
し
て

　
四
　
グ
ラ
フ
の
余
白
を
利
用
し
て
、
月
別
に
対
前
月
差
を
大
き
い
値
か
ら
小
さ
い
値
の
順
に
作
図
し
そ
の
平
均
を
求
め
る
。
そ
の

場
合
最
大
値
と
最
小
値
を
除
い
て
平
均
を
計
算
す
る
か
、
ま
た
は
中
位
数
を
用
い
て
も
よ
い
。
次
に
１

　
ゆ
　
２
月
か
ら
始
め
て
３
月
、
１
２
月
、
１
月
の
順
に
平
均
対
前
月
差
を
作
図
し
そ
の
平
均
を
求
め
、
こ
の
総
平
均
値
が
Ｏ
に
な

ら
な
い
時
は
そ
の
点
を
通
り
横
軸
に
平
行
線
を
引
く
。
（
こ
れ
は
各
月
の
平
均
対
前
月
差
か
ら
総
平
均
値
を
引
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
）

例
え
ば
、
第
４
図
は
四
半
期
別
資
料
の
季
節
指
数
の
計
算
過
程
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
五
Ｂ
Ｃ
刀
は
第
２
、
第
３
、
第
４
お
よ

び
箪
－
四
半
期
の
平
均
対
前
月
差
で
あ
り
、
”
は
そ
れ
の
平
均
で
あ
る
。
ｄ
は
Ｏ
で
な
い
の
で
横
軸
に
平
行
線
〃
を
引
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て

　
ゆ
　
ゆ
の
総
平
均
の
計
算
過
程
に
お
い
て
逐
次
経
過
し
た
点
（
第
４
図
の
６
６
６
）
と
今
引
い
た
水
平
線
上
の
土
２
左
隣
り
の
点

（
第
４
図
の
み
．
、
．
！
）
と
を
結
ぶ
線
分
を
右
へ
、
一
２
の
１
倍
、
２
倍
、
…
…
ｕ
倍
だ
け
延
長
す
る
。
第
４
図
で
い
え
ば
、
線
分
肋
を

右
一
、
一
２
延
長
し
て
且
柔
め
、
・
”
を
宣
延
長
し
て
ぴ
を
、
ま
た
望
・
・
一
也
延
長
し
て
筈
得
る
の
で
あ
る
。
一
言
し

て
得
ら
れ
た
点
は
各
月
の
平
均
対
前
月
差
か
ら
傾
向
の
影
響
を
除
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
平
均
対
前
月
差
と
同
じ
垂
線
上
に
あ
る
。

そ
し
て
一
番
最
初
の
点
Ａ
は
既
に
倒
で
傾
向
修
正
値
と
な
っ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
修
正
し
な
い
の
で
あ
る
。
）

○
　
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
傾
向
修
止
値
を
平
均
し
、
次
に
こ
の
総
平
均
値
を
各
月
の
傾
向
修
正
値
か
ら
引
き
そ
の
合
計
が
Ｏ
に
な

　
　
　
直
線
傾
向
線
と
季
節
指
数
の
図
的
計
算
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
（
二
二
一
）
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わ
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１

カ

」

１

４

ｇ
０／

↑

１

　
期

　
半

－
四

　
－

　
第

　
期

　
半

－
四

　
４

　
第

　
期

　
半

ｉ
四

　
３

　
第

　
期

　
半

－
四

　
２

　
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
◎
◎
（
Ｈ
＋
肉
）
１
１
Ｈ
◎
◎
（
Ｈ
＋
、
）
一
閑

で
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
用
い
て
各
月
の
連
鎖
指
数
か
ら
傾
向
の
影
響
を
除
く
に
は
、
第
（
“
十
Ｈ
）
月
の
連
鎖
指
数
は

Ｈ
８
§
一
一
…
…
ｑ
三
１
１
で
あ
り
、
・
ｚ
カ
月
分
の
傾
向
の
影
響
が
累
積
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
（
一
十
、
）
、
で
割
れ
ば
よ
い
。
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
二
二
二
）

る
よ
う
に
調
整
す
る
と
対
数
季
節
指
数
が
得
ら
れ
る
。
第
４
図
に
お
い

て
五
亙
ぴ
ぴ
の
平
均
は
”
で
あ
り
、
”
を
通
る
横
軸
に
平
行
線
か
ら
五

且
ぴ
皿
に
至
る
偏
差
が
季
節
指
数
で
あ
る
。

　
証
明
　
　
　
以
上
の
図
的
方
法
に
よ
る
季
節
指
数
の
計
算
は
、
数
値

計
算
の
場
合
は
四
＠
の
平
均
に
算
術
平
均
を
用
い
、
ま
た
ゆ
ゆ
の
傾
向

の
影
響
の
除
去
に
近
似
式
を
用
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
方
法
は
幾
何

平
均
に
よ
り
ま
た
正
確
な
式
を
用
い
る
息
で
異
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
処
理
に
お
い
て
〇
四
働
の
意
味
は
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
ゆ

ゆ
の
み
を
説
明
す
れ
ば
よ
い
。
今
資
料
値
の
対
前
月
比
の
月
別
平
均
値

を
へ
吻
…
…
伽
と
す
る
と
、
１
月
を
ｍ
と
す
る
の
の
連
乗
（
す
な
わ
ち

連
鎖
指
数
）
が
１
２
月
を
経
て
１
月
に
来
た
時

　
　
　
　
Ｈ
◎
◎
９
£
…
…
９
ち
一
１
Ｉ
Ｈ
◎
◎
（
Ｈ
＋
肉
）
一
肉
十
◎
　
　
口
）

で
ｏ
ｏ
に
な
ら
な
い
の
は
、
各
月
の
の
の
中
に
傾
向
の
影
響
７
が
含
ま
れ

　
１

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
７
の
大
き
さ
は
ｏ
式
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
心
）

‘

｛一
－



　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
◎
ｏ
９
３
…
：
・
９
二

　
　
　
　
　
　
　
；
－
－
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
◎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
キ
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

　
さ
て
こ
れ
を
実
際
に
計
算
す
る
に
は
、
ま
ず
平
均
的
な
傾
向
の
影
響
は
○
Ｄ
お
よ
び
四
式
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
嶋

　
　
　
　
　
　
　
一
。
ら
十
、
一
」
泣
一
。
・
。
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄

で
求
め
ら
れ
、
第
（
“
十
Ｈ
）
月
の
連
鎖
指
数
か
ら
傾
向
の
影
響
を
除
く
に
は
、
ゆ
式
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
～
十
－

　
　
　
　
　
　
　
】
－
£
９
１
こ
品
（
Ｈ
＋
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ぴ
一

　
　
　
　
　
　
　
｛
１
１
Ｎ

を
計
算
し
こ
れ
に
２
を
加
え
れ
ば
よ
い
。
そ
し
て
働
式
は
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
三
、
亙
、
、
、
一
ぺ
、
川
、
、
、
、
一
　
　
　
・

と
書
く
こ
と
が
で
き
、
従
っ
て
第
（
“
十
Ｈ
）
月
に
お
け
る
傾
向
の
修
正
は
、
仙
ま
ず
２
月
か
ら
ン
、
の
月
ま
で
の
－
◎
ｏ
ｑ
９
の
平
均
値
か
ら

頁
三
す
な
わ
ち
－
月
か
畠
月
ま
で
の
管
の
平
均
値
を
引
き
、
６
・
次
に
こ
の
差
を
土
・
で
割
つ
た
も
の
に
さ
一
を
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

け
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
先
の
図
的
方
法
で
は
ゆ
の
処
理
を
働
で
行
い
は
カ
の
処
理
を
ゆ
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ｃ
Ｄ
　
数
値
計
算
の
場
合
は
四
式
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
－
　
　
完

　
　
　
　
　
　
下
（
Ｈ
＋
オ
）
、
舳
ｌ
ｒ
ｄ

　
　
ま
た
－
◎
◎
Ｓ
…
…
ミ
ｔ
ｌ
ｌ
一
〇
〇
（
Ｈ
＋
峯
二
）
と
し
て
働
式
か
ら

　
　
　
　
　
　
Ｈ
◎
ｏ
（
一
十
崇
十
－
）
（
Ｈ
＋
、
）
．
｛
十
－
◎
○
（
一
十
完
戸
一
－
寺
）
・

　
　
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
傾
向
の
影
響
の
修
正
を
行
う
の
で
あ
る
。

　
四
　
第
４
図
の
例
で
説
明
す
る
と
、
第
４
四
半
期
（
“
十
一
”
仁
）
の
場
合
は
○
り
の
差
は
．
〃
で
お
り
、
そ
れ
を
ｓ
万
す
な
わ
ち
巧
で
割
っ
た
も
の
は
＼
ｏ
、

　
　
　
直
線
傾
向
線
と
季
節
指
数
の
図
的
計
算
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
　
（
二
二
三
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
　
（
二
二
四
）

で
お
る
。
こ
れ
二
（
巾
一
す
な
わ
三
Ｓ
を
掛
げ
た
値
簑
の
延
長
と
・
を
通
る
垂
線
と
の
交
点
ぴ
で
菅
、
作
図
的
に
簑
を
命
一
だ

け
延
長
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

六
　
む

す
　
　
び

　
最
後
に
以
上
の
図
的
計
算
の
際
の
作
図
上
の
注
意
を
若
干
述
べ
て
お
こ
う
。

　
０
Ｄ
　
グ
ラ
フ
の
縦
軸
の
目
盛
の
問
隔
は
で
き
る
だ
け
大
き
く
し
て
資
料
点
が
接
近
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
四
　
横
軸
の
目
盛
の
問
隔
は
そ
れ
を
二
分
割
な
い
し
は
三
分
割
す
る
の
に
便
利
な
よ
う
に
と
っ
て
お
く
と
よ
い
。

　
働
　
資
料
点
は
折
線
で
つ
な
が
ず
に
鉛
筆
で
適
当
な
印
を
つ
け
て
お
き
（
例
え
ば
○
で
囲
む
）
、
ま
た
計
算
過
程
に
お
い
て
も
線
を

引
か
ず
に
点
だ
け
打
ち
、
必
要
な
も
の
に
適
当
な
印
を
つ
け
て
他
の
点
と
区
別
す
る
方
が
、
以
後
の
計
算
的
作
図
に
便
利
で
あ
る
。
・

　
の
　
季
節
指
数
の
計
算
の
場
合
の
よ
う
に
図
表
の
上
で
値
の
差
を
求
め
る
時
は
、
グ
ラ
フ
用
紙
の
端
を
切
取
っ
て
０
を
中
央
に
し

て
計
算
図
表
と
同
じ
問
隔
の
目
盛
を
つ
け
、
そ
れ
を
適
宜
当
が
っ
て
偏
差
を
求
め
る
と
計
算
が
容
身
に
行
え
る
。


